
ラ
ソ
ン
の
予
算
は
、
３
市
村
で
の
大
会
の

補
助
金
で
あ
る
。飯
山
単
独
開
催
に
な
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
初
予
算
を
減
額

し
飯
山
大
会
と
し
て
補
正
す
べ
き
で
は
。

　
　
３
市
村
で
の
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
暫
定
的
に
飯
山
大
会
の
開
催
を
書

面
決
議
い
た
だ
い
た
の
で
、
当
初
予
算
を

使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
予
算
は
当

初
予
算
に
か
か
る
補
正
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

開
催
決
定
が
遅
れ
た
た
め
に
参
加

人
数
に
懸
念
が
あ
る
た
め
の
対
応
と
お
も

て
な
し
費
用
の
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
防
災
・
減
災
対
策
事
業
】
危
機
管

理
監
の
勤
務
条
件
と
予
算
は
。

　
　
１
日
５
時
間
、
週
４
日
勤
務
で
部

長
ク
ラ
ス
の
金
額
。
３
５
４
万
円
の
補
正

予
算
を
計
上
。

　
　
危
機
管
理
は
市
長
・
副
市
長
の
職

務
で
あ
る
。
危
機
管
理
監
の
設
置
は
、

副
市
長
が
２
人
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
と
っ
て
必
要
か
。

　
　
近
年
の
災
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化
・

ゲ
リ
ラ
化
の
傾
向
で
、
体
制
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
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 ◆　令和 5年 6月定例会で審議された議案等　◆

　

議

案

番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆきつ
ばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議

決

結

果　

髙

橋

達

幸

西

澤

一

彦

山

﨑

一

郎

髙
澤
富
士
子

吉

越

利

明

岸

田

眞

紀

荻

原

章

一

小
林
喜
美
治

山

崎

武

雄

髙

橋

春

三

村

松

正

勝

松

本

淳

一

常

田

徳

子

佐

藤

正

夫

上

松

永

林

渋

川

芳

三
議案等名 会議の

種類

40 令和５年度飯山市一般会計補正予算（第２号）修正案

委員会
※　修正案についての賛否 （原案否決）

修正可決○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄
権
棄
権 ● ● ● ● ○ ○ 長 議

長

本会議
※　委員長報告についての賛否 （原案否決）

修正可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 議
長

45
特別職の職員で非常勤の者の報
酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

委員会
※　原案についての賛否

原案否決
● ー ● ー 長 ー ● ー ○ ー ー ○ ● ー ー ー

本会議
※　委員長報告についての賛否

原案否決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 議

長

請
願
2
いっそうの少人数学級推進と教
育予算の増額を求める請願書

委員会 ○ ー ● ー 長 ー ○ ー ● ー ー ○ ○ ー ー ー
採択

本会議 ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議
長

請
願
3

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣県並みの水準に戻
すこと」を長野県知事に求める請願書

委員会 ○ ー ● ー 長 ー ○ ー ○ ー ー ○ ● ー ー ー
採択

本会議 ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議
長

村松正勝議員に対する懲罰の件（陳謝の懲罰）本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議
長 可決

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。賛否が分かれた議案等の表決結果

○＝賛成　　●＝反対

会派名
・
議員名

議 案 等 名

【補正予算案４件】
◆令和５年度飯山市一般会計補正予算
◆令和 5年度特別会計補正予算３件
【条例案６件】
◆飯山市印鑑の登録及び証明に関する条例
の一部を改正する条例
◆特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例
◆特別職の職員で常勤の者の給与に関する条
例の一部を改正する条例
◆飯山市学校設置条例の一部を改正する条例
◆飯山市保育所使用料徴収条例等の一部を改
正する条例
◆飯山市桜広場交流施設条例の一部を改正する条例
【事件案 19件】
◆工事請負契約の締結について
◆財産取得について２件
◆和解及び損害賠償の額の決定について
◆辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変
更について
◆専決処分事項の承認を求めることについて（令
和4年度飯山市一般会計補正予算・各特別会計
補正予算・水道事業会計補正予算）計12件・

令和5年度飯山市一般会計補正予算
◆専決処分事項の承認を求めることについて
（飯山市税条例等の一部を改正する条例）
【他　報告 6件】
【請願 3件】
◆「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める請願
◆いっそうの少人数学級推進と教育予算の増
額を求める請願書
◆「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等
支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長
野県知事に求める請願書
【意見書 4件】
◆厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
◆義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求
める意見書
◆いっそうの少人数学級推進と教育予算の増
額を求める意見書
◆「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率
を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書
■議員提案
◇飯山市議会会議規則の一部を改正する規則
◇村松正勝議員に対する懲罰の件

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
28
日

ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
令
和
５
年

度
補
正
予
算
を
は
じ
め
29
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
３
件

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
概
要

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
３

名
の
議
員
か
ら
令
和
５
年
度
飯
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
常
任

委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
お
よ
び

請
願
の
審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
令
和
５
年
度
飯
山
市
一
般

会
計
補
正
予
算
は
修
正
可
決
・
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
原
案
否
決
、
そ
の
他
の
議

案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ

れ
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
採
択
と

な
り
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
飯
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
」
は
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
員
会
・
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
、
関
係
行
政
庁
あ
て
意
見
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
内
で
の
議
員
の
発

言
に
対
し
３
名
の
議
員
か
ら
懲
罰
の
動
議

が
出
さ
れ
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
40
号　

令
和
５
年
度
飯
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
【
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
】
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
補
正
予

算
が
、
議
会
審
議
の
前
に
募
集
開
始
し

た
こ
と
は
行
政
事
業
の
事
前
着
手
と
同

様
で
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　

開
催
の
決
定
が
遅
れ
た
た
め
、
議

会
へ
の
説
明
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
は
深
く

反
省
し
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
　

当
初
予
算
で
議
決
し
た
ハ
ー
フ
マ

問 答 問
常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び

意
見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い

て
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

答答 答答問 問議
案
第
40
号　

令
和
５
年
度
飯
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

修
正
案
提
案
理
由
（
抜
粋
）

○
危
機
管
理
監
の
設
置
に
係
る
費
用
と

し
て
、
防
災
減
災
対
策
事
業
の
増
額
補

正
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
他

問

予算決算委常任委員会審査の様子
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

永
年
在
職
表
彰

佐藤正夫議員へ渋川議長から表彰状の
伝達を行いました

　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
・
北

信
越
市
議
会
議
長
会
で
の
永
年
在
職
表

彰
に
お
い
て
、
議
員
20
年
以
上
在
職
の

久
保
田
幸
治
前
議
員
と
佐
藤
正
夫
議
員

の
２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
会
協
議
会
と
の

意
見
交
換
会

　

６
月
５
日
、
区
長
会
協
議
会
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
区
長
会
協
議
会
の
各
区
長
さ
ん
か

ら
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
を
い
た

だ
き
、
議
会
側
か
ら
議
員
と
し
て
の

考
え
方
を
ご
説
明
す
る
と
い
う
形
で

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
に
と
っ
て
は
、
地
元
や
他
の
地

域
の
課
題
を
お
聞
き
す
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
方
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
皆
様
は

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松澤孝区長会長からあいさつをいただく

市
に
お
い
て
は
、
常
勤
の
一
般
職
の
部
課

長
体
制
で
対
応
し
て
お
り
、
非
常
勤
特

別
職
の
設
置
は
１
市
も
な
い
。
市
長
・

副
市
長
と
危
機
管
理
担
当
課
を
は
じ
め

職
員
と
の
連
携
が
し
っ
か
り
と
取
れ
れ

ば
、
危
機
管
理
対
応
は
十
分
で
あ
り
増

額
の
必
要
が
な
い
。

○
「
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ
い

て
、
飯
山
市
単
独
開
催
の
費
用
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
増
額
補

正
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会
が
審

議
に
入
る
前
に
既
に
募
集
を
開
始
し
て

い
る
。
な
お
、
参
加
者
が
少
数
の
場
合

を
見
込
ん
だ
不
足
分
の
費
用
で
あ
る
が
、

参
加
見
込
み
数
の
根
拠
も
曖
昧
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
３
名
の
議
員
か
ら

修
正
案
の
提
案
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
危
機
管
理
監
の
設
置
理
由
は
。

　
　
近
年
の
災
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化

に
加
え
ゲ
リ
ラ
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

応
す
る
た
め
市
長
を
補
佐
す
る
体
制
強

化
を
図
る
の
が
設
置
の
理
由
で
あ
る
。

　
　

災
害
環
境
は
全
国
ど
こ
で
も
同
じ

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
案
第
45
号

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
（
原
案
否
決
）

問答問

状
況
に
あ
り
、
県
内
の
他
市
す
べ
て
が
一

般
職
の
部
課
長
が
兼
務
の
状
況
で
、
非

常
勤
特
別
職
の
設
置
は
１
市
も
な
い
。

災
害
は
休
日
・
日
夜
に
関
わ
ら
ず
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
非
常
勤
の

役
割
で
は
対
策
本
部
が
混
乱
し
か
ね
る
。

　
　
財
政
と
の
兼
ね
合
い
を
検
討
し
非

常
勤
と
し
た
。
混
乱
を
招
か
ぬ
よ
う
平

時
か
ら
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

以
上
の
審
議
を
経
て
条
例
案
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
決
し
た
。

【
審
議
の
中
で
の
委
員
か
ら
の
意
見
】

○
統
括
は
市
長
・
副
市
長
、
危
機
管
理

防
災
課
が
あ
る
。
そ
の
ラ
イ
ン
を
し
っ

か
り
据
え
れ
ば
、
あ
え
て
こ
う
い
う
役

職
を
置
く
必
要
は
ま
っ
た
く
感
じ
な
い
。

○
予
期
せ
ぬ
と
き
の
対
応
に
、
非
常
勤

で
は
指
示
命
令
系
統
が
混
乱
す
る
の
で

は
な
い
か
。
危
機
管
理
防
災
課
長
に
そ

の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
、
足
り
な
け

れ
ば
係
長
・
係
員
配
置
す
れ
ば
十
分
だ
。

○
他
市
で
は
部
長
級
・
課
長
級
の
一
般
職

が
防
災
監
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
や
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
職
員
が
中

心
に
進
め
た
方
が
効
率
的
で
あ
り
、
協

力
者
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
学
ん
で
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
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。
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公益社団法人飯山地域シルバー人材センター様からの「市議会議員活動に関する要望書」について

【要望書本文から抜粋】
　５月２７日㈯市内で配布（配達）された新聞折込チ
ラシに、市議会議員４名の協力会派だより「市民輝け
いいやま・市民ゆきつばき」が入っていた。チラシの文中、
雪かき支援事業の支援員の声として「シルバー人材セ
ンターもあるが、高齢者の集まりでやっとこ動いてい
る状況だ。」との記述が掲載されていた。これはシルバー
人材センター会員を「役立たず」と言っていることと
同じであり、甚だ遺憾に感じざるを得なく、配慮のな
い不適切な表現に怒りを隠せないところである。
　ついては、市議会議員活動において、今後このよう
な事象が起きないよう市議会として厳正な対応を切に
要望する。

　会派「市民輝けいいやま・市民ゆきつばき」の協力会派だより中の「支
援員の声」として掲載された記述について、シルバー人材センターから要望書が提出されたことを受け、議会運営
委員会を開催しました。発行責任者で、議会運営委員でもある村松正勝議員に事実関係を確認しましたが、会派で
話し合った結果の返答が、最初に確認した発言と異なったことから、今後さらに検討していくことになりました。

◎要望書についての対応（途中経過）

◎議会運営委員会における事実確認の経過報告
村松正勝議員に対する
懲罰の件について

①６月８日㈭
　「雪かき支援員の発言で間違いないのか、特定できるかが大事。シル
バー人材センターの総会でも話があったが事実をしっかり確認いただか
ないと困る。雪かき支援員は会計年度任用職員で、市の職員である。職
員が他の組織や人を中傷したことになり、大きな問題であるため、事実
か確認する。」と委員会の中で問うと「発言は事実で、誰が発言したか
特定できる。」旨、村松議員から発言があった。

②６月20日㈫
　村松議員へ８日の発言について再度確認をするが、「支援員の声であ
る」とのこと。議場での謝罪と号外での会派だよりの掲載について村松
議員に求めたが、「この場では決められないので、持ち帰り明日に」との
ことであるため翌日の返答を求めた。

③６月22日㈭
　21日に返答はなく、１日遅れての村松議員からの返答は、議会外の活
動であるため議場での謝罪はせず、号外会報も出さないとのことであっ
た。なお「チラシの表現について支援員が直接的にこのような表現をさ
れたのではなく、高齢者の皆様が非常に頑張っておられ、大変ご苦労さ
れているということを、私らの方で勝手に解釈をしてそういう表現（シ
ルバー人材センターもあるが、高齢者の集まりでやっとこ動いている状
況だ。）にしてしまった。直接支援員がそのようなことは言っていないと
いうことでお願いしたい。」と、前２回と異なる発言があった。

　左記に記載の事実確認過程にお
ける村松議員の発言から「議会運
営委員会において事実に基づかな
い虚偽の発言を行ったことは、品位
を欠き、秩序を乱した。」と３名の
議員から懲罰動議が提出され、6月
23日に懲罰特別委員会が設置され
ました。
　6月27日の本会議において委員
を選任するとともに、村松議員に弁
明の機会を与えました。その後、懲
罰特別委員会において村松議員か
らの意見聴取、討論を行い委員会
として陳謝の懲罰を科すことを諮り、
賛成多数で可決となりました。
　定例会最終日の本会議において
採決の結果、賛成多数で村松議員
に対して陳謝の懲罰が科され、本
会議場において村松議員が陳謝文
を読み上げました。

◎６月５日㈪公益社団法人飯山地域シルバー人材セ
ンター（以降「シルバー人材センター」）理事長の
小川恵一さんが議長室にお見えになり、「市議会議
員活動に関する要望書」を渋川議長に提出されまし
た。対応について議会内で相談したい旨、お伝えし
ました。

小
川
理
事
長
か
ら
渋
川
議
長
へ

要
望
書
が
手
渡
さ
れ
る

　雪かき支援員は会計年度任用職員で、市の職員。高齢者の人権にかかる重
大な発言であることから、６月23日㈮総務文教常任委員会に市長の出席を求め意見を伺ったが、「チラシの表現は、
シルバー人材センターの皆さまも高齢でありながら大変な中よくやっておられる。ご苦労様です。という意味で語っ
たものと私は読んだ。議長あての要望についてはあくまで議会で対応を。」という答弁であった。

◎総務文教常任委員会での経過報告

◎
商
工
観
光
課

　
　
休
業
日
を
設
け
て
い
る
が
、
毎
週

木
曜
日
を
休
業
す
る
の
か
。

　
　
基
本
的
に
毎
週
木
曜
日
を
休
業
日

と
す
る
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
柔
軟
に

対
応
す
る
。

　
　
休
業
日
は
季
節
に
よ
っ
て
考
え
た

方
が
良
い
し
、
夕
方
５
時
の
閉
店
も
夏

の
時
期
は
早
す
ぎ
る
と
思
う
が
。

　
　
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
、

道
の
駅
運
営
協
議
会
の
議
題
と
し
て
協

議
し
て
い
き
た
い
。
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